
地球温暖化予測情報第 9巻 正誤表 

（修正箇所を赤字下線で示す。図表については修正箇所の記載を省略。） 

 

修正日 対象 正 誤 

2022年 

3月 15日 

【資料 3】 

地域気候モ

デルの気候

再現性、バ

イアス補正 

 

ページ番号

A4 

A3.1.1 平均気温 

冬の北日本、東日本に負のバイアスがある。夏の北日本

では正のバイアスがある（表 A3.1-1）。 

 

 

表 A3.1-1 各地域の平均気温の再現性 

地点ごとのバイアス（モデル格子点値から観測値を引いたもの）の

地域平均値（単位：℃）。括弧内の数値は、各地域内の地点間のばら

つき具合（標準偏差）。正（負）のバイアスがある（バイアスの絶対

値が標準偏差以上）場合、赤字（青字）としている。 

 

 

A3.1.1 平均気温 

年平均では、各地域で負のバイアスがある。季節別にみ

ても、夏を除いて全国的に負のバイアスがあり、特に冬

の負のバイアスが大きい（表 A3.1-1）。 

 

表 A3.1-1 各地域の平均気温の再現性 

地点ごとのバイアス（モデル格子点値から観測値を引いたもの）の

地域平均値（単位：℃）。括弧内の数値は、各地域内の地点間のばら

つき具合（標準偏差）。正（負）のバイアスがある（バイアスの絶対

値が標準偏差以上）場合、赤字（青字）としている。 
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A3.1.2 最高気温 

年平均、秋及び冬の全地域、春の東日本太平洋側及び西

日本、夏の西日本太平洋側及び沖縄・奄美で負のバイア

スがあり、平均気温（表 A3.1-1）に比べてバイアスの絶

対値が大きい。平均気温と同様に冬の負のバイアスが他

の季節に比べて大きい（表 A3.1-2）。 

 

 

表 A3.1-2 各地域の最高気温の再現性 

地点ごとのバイアス（モデル格子点値から観測値を引いたもの）の

地域平均値（単位：℃）。括弧内の数値は、各地域内の地点間のばら

つき具合（標準偏差）。正（負）のバイアスがある（バイアスの絶対

値が標準偏差以上）場合、赤字（青字）としている。 

 

 

A3.1.2 最高気温 

年平均及び全季節でほぼ全ての地域に負のバイアスが

あり、平均気温（表 A3.1-1）に比べてバイアスの絶対値

が大きい。平均気温と同様に冬の負のバイアスが他の季

節に比べて大きい（表 A3.1-2）。 

 

 

 

表 A3.1-2 各地域の最高気温の再現性 

地点ごとのバイアス（モデル格子点値から観測値を引いたもの）の

地域平均値（単位：℃）。括弧内の数値は、各地域内の地点間のばら

つき具合（標準偏差）。正（負）のバイアスがある（バイアスの絶対

値が標準偏差以上）場合、赤字（青字）としている。 
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A3.1.3 最低気温 

年平均及び各季節（冬を除く）でほぼ全ての地域に正の

バイアスがある。冬の北日本日本海側、東日本日本海側

では負のバイアスがある（表 A3.1-3）。 

 

表 A3.1-3 各地域の最低気温の再現性 

地点ごとのバイアス（モデル格子点値から観測値を引いたもの）の

地域平均値（単位：℃）。括弧内の数値は、各地域内の地点間のばら

つき具合（標準偏差）。正（負）のバイアスがある（バイアスの絶対

値が標準偏差以上）場合、赤字（青字）としている。 

 

 

A3.1.3 最低気温 

年平均では、全国的に明確なバイアスはない。季節別に

みると、夏の北日本で正のバイアス、冬の北日本、東日

本で負のバイアスがある（表 A3.1-3）。 

 

表 A3.1-3 各地域の最低気温の再現性 

地点ごとのバイアス（モデル格子点値から観測値を引いたもの）の

地域平均値（単位：℃）。括弧内の数値は、各地域内の地点間のばら

つき具合（標準偏差）。正（負）のバイアスがある（バイアスの絶対

値が標準偏差以上）場合、赤字（青字）としている。 
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A3.1.4 猛暑日日数 

各季節・各地域において明確なバイアスはない（表 A3.1-

4）。 

 

表 A3.1-4 各地域の猛暑日日数の再現性 

地点ごとのバイアス（モデル格子点値から観測値を引いたもの）の

地域平均値（単位：日）。(a)がバイアス補正前の比較、(b)がバイアス

補正後（詳細は A3.4 節参照）の比較結果。括弧内の数値は、各地域

内の地点間のばらつきの標準偏差。正（負）のバイアスがある（バイ

アスの絶対値が標準偏差以上）場合、赤字（青字）としている。観測

値及び地域気候モデルの出現日数がゼロの場合など、バイアス及び

標準偏差がともにゼロである場合は空欄としている。 

(a) バイアス補正前 

 

※表の修正のみ 

A3.1.4 猛暑日日数 

各季節・各地域において明確なバイアスはない（表 A3.1-

4）。 

 

表 A3.1-4 各地域の猛暑日日数の再現性 

地点ごとのバイアス（モデル格子点値から観測値を引いたもの）の

地域平均値（単位：日）。(a)がバイアス補正前の比較、(b)がバイアス

補正後（詳細は A3.4 節参照）の比較結果。括弧内の数値は、各地域

内の地点間のばらつきの標準偏差。正（負）のバイアスがある（バイ

アスの絶対値が標準偏差以上）場合、赤字（青字）としている。観測

値及び地域気候モデルの出現日数がゼロの場合など、バイアス及び

標準偏差がともにゼロである場合は空欄としている。 

(a) バイアス補正前 

 

※表の修正のみ 
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A3.1.5 真夏日日数 

夏は北日本を除き全国的に負のバイアス、秋は東日本太

平洋側、西日本太平洋側、沖縄・奄美で負のバイアスが

ある。バイアス補正（詳細は A3.4 節参照）を行うこと

により、おおむねバイアスは解消されている（表 A3.1-

5）。 

 

表 A3.1-5 各地域の真夏日日数の再現性 

地点ごとのバイアス（モデル格子点値から観測値を引いたもの）の

地域平均値（単位：日）。(a)がバイアス補正前の比較、(b)がバイアス

補正後（詳細は A3.4 節参照）の比較結果。括弧内の数値は、各地域

内の地点間のばらつきの標準偏差。正（負）のバイアスがある（バイ

アスの絶対値が標準偏差以上）場合、赤字（青字）としている。観測

値及び地域気候モデルの出現日数がゼロの場合など、バイアス及び

標準偏差がともにゼロである場合は空欄としている。 

(a) バイアス補正前 

 

A3.1.5 真夏日日数 

夏は全国的に負のバイアス、秋は東日本太平洋側、西日

本、沖縄・奄美で負のバイアスがある。バイアス補正（詳

細は A3.4 節参照）を行うことにより、おおむねバイア

スは解消されている（表 A3.1-5）。 

 

 

表 A3.1-5 各地域の真夏日日数の再現性 

地点ごとのバイアス（モデル格子点値から観測値を引いたもの）の

地域平均値（単位：日）。(a)がバイアス補正前の比較、(b)がバイアス

補正後（詳細は A3.4 節参照）の比較結果。括弧内の数値は、各地域

内の地点間のばらつきの標準偏差。正（負）のバイアスがある（バイ

アスの絶対値が標準偏差以上）場合、赤字（青字）としている。観測

値及び地域気候モデルの出現日数がゼロの場合など、バイアス及び

標準偏差がともにゼロである場合は空欄としている。 

(a) バイアス補正前 
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A3.1.6 夏日日数 

春の東日本と西日本、秋及び冬の沖縄・奄美で負のバイ

アスがある。バイアス補正（詳細は A3.4 節参照）を行

うことにより、おおむねバイアスは解消されている（表

A3.1-6）。 

 

表 A3.1-6 各地域の夏日日数の再現性 

地点ごとのバイアス（モデル格子点値から観測値を引いたもの）の

地域平均値（単位：日）。(a)がバイアス補正前の比較、(b)がバイアス

補正後（詳細は A3.4 節参照）の比較結果。括弧内の数値は、各地域

内の地点間のばらつきの標準偏差。正（負）のバイアスがある（バイ

アスの絶対値が標準偏差以上）場合、赤字（青字）としている。観測

値及び地域気候モデルの出現日数がゼロの場合など、バイアス及び

標準偏差がともにゼロである場合は空欄としている。 

(a) バイアス補正前 

 

A3.1.6 夏日日数 

春から秋にかけておおむね全国的に負のバイアスがあ

る。バイアス補正（詳細は A3.4 節参照）を行うことに

より、おおむねバイアスは解消されている（表 A3.1-6）。 

 

 

表 A3.1-6 各地域の夏日日数の再現性 

地点ごとのバイアス（モデル格子点値から観測値を引いたもの）の

地域平均値（単位：日）。(a)がバイアス補正前の比較、(b)がバイアス

補正後（詳細は A3.4 節参照）の比較結果。括弧内の数値は、各地域

内の地点間のばらつきの標準偏差。正（負）のバイアスがある（バイ

アスの絶対値が標準偏差以上）場合、赤字（青字）としている。観測

値及び地域気候モデルの出現日数がゼロの場合など、バイアス及び

標準偏差がともにゼロである場合は空欄としている。 

(a) バイアス補正前 
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A3.1.7 熱帯夜日数 

春の沖縄・奄美や、夏及び秋のほぼ全ての地域に正のバ

イアスがある。バイアス補正を行うことにより、おおむ

ねバイアスは解消されている（表 A3.1-7）。 

 

表 A3.1-7 各地域の熱帯夜日数の再現性 

地点ごとのバイアス（モデル格子点値から観測値を引いたもの）の

地域平均値（単位：日）。(a)がバイアス補正前の比較、(b)がバイアス

補正後（詳細は A3.4 節参照）の比較結果。括弧内の数値は、各地域

内の地点間のばらつきの標準偏差。正（負）のバイアスがある（バイ

アスの絶対値が標準偏差以上）場合、赤字（青字）としている。観測

値及び地域気候モデルの出現日数がゼロの場合など、バイアス及び

標準偏差がともにゼロである場合は空欄としている。 

(a) バイアス補正前 

 

A3.1.7 熱帯夜日数 

春の沖縄・奄美で正のバイアスがある。バイアス補正を

行うことにより、おおむねバイアスは解消されている

（表 A3.1-7）。 

 

表 A3.1-7 各地域の熱帯夜日数の再現性 

地点ごとのバイアス（モデル格子点値から観測値を引いたもの）の

地域平均値（単位：日）。(a)がバイアス補正前の比較、(b)がバイアス

補正後（詳細は A3.4 節参照）の比較結果。括弧内の数値は、各地域

内の地点間のばらつきの標準偏差。正（負）のバイアスがある（バイ

アスの絶対値が標準偏差以上）場合、赤字（青字）としている。観測

値及び地域気候モデルの出現日数がゼロの場合など、バイアス及び

標準偏差がともにゼロである場合は空欄としている。 

(a) バイアス補正前 

 

 



修正日 対象 正 誤 

2022年 

3月 15日 

【資料 3】 

地域気候モ

デルの気候

再現性、バ

イアス補正 

 

ページ番号

A10 

A3.1.8 冬日日数 

冬の北日本日本海側で正のバイアスがある。春の北日本

太平洋側、秋の西日本で負のバイアスがある。バイアス

補正を行うことにより、おおむねバイアスは解消されて

いる（表 A3.1-8）。 

 

表 A3.1-8 各地域の冬日日数の再現性 

地点ごとのバイアス（モデル格子点値から観測値を引いたもの）の

地域平均値（単位：日）。(a)がバイアス補正前の比較、(b)がバイアス

補正後（詳細は A3.4 節参照）の比較結果。括弧内の数値は、各地域

内の地点間のばらつきの標準偏差。正（負）のバイアスがある（バイ

アスの絶対値が標準偏差以上）場合、青字（赤字）としている。観測

値及び地域気候モデルの出現日数がゼロの場合など、バイアス及び

標準偏差がともにゼロである場合は空欄としている。 

(a) バイアス補正前 

 

A3.1.8 冬日日数 

冬の北日本、東日本日本海側で正のバイアスがある。バ

イアス補正を行うことにより、おおむねバイアスは解消

されている（表 A3.1-8）。 

 

 

表 A3.1-8 各地域の冬日日数の再現性 

地点ごとのバイアス（モデル格子点値から観測値を引いたもの）の

地域平均値（単位：日）。(a)がバイアス補正前の比較、(b)がバイアス

補正後（詳細は A3.4 節参照）の比較結果。括弧内の数値は、各地域

内の地点間のばらつきの標準偏差。正（負）のバイアスがある（バイ

アスの絶対値が標準偏差以上）場合、青字（赤字）としている。観測

値及び地域気候モデルの出現日数がゼロの場合など、バイアス及び

標準偏差がともにゼロである場合は空欄としている。 

(a) バイアス補正前 
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A3.1.9 真冬日日数 

おおむね全国的に正のバイアスがあり、北・東日本で大

きくなっている。バイアス補正を行うことにより、おお

むねバイアスは解消されている（表 A3.1-9）。 

 

表 A3.1-9 各地域の真冬日日数の再現性 

地点ごとのバイアス（モデル格子点値から観測値を引いたもの）の

地域平均値（単位：日）。(a)がバイアス補正前の比較、(b)がバイアス

補正後（詳細は A3.4 節参照）の比較結果。括弧内の数値は、各地域

内の地点間のばらつきの標準偏差。正（負）のバイアスがある（バイ

アスの絶対値が標準偏差以上）場合、青字（赤字）としている。観測

値及び地域気候モデルの出現日数がゼロの場合など、バイアス及び

標準偏差がともにゼロである場合は空欄としている。 

(a) バイアス補正前 

 

A3.1.9 真冬日日数 

全国的に正のバイアスがあり、北・東日本で大きくなっ

ている。バイアス補正を行うことにより、おおむねバイ

アスは解消されている（表 A3.1-9）。 

 

表 A3.1-9 各地域の真冬日日数の再現性 

地点ごとのバイアス（モデル格子点値から観測値を引いたもの）の

地域平均値（単位：日）。(a)がバイアス補正前の比較、(b)がバイアス

補正後（詳細は A3.4 節参照）の比較結果。括弧内の数値は、各地域

内の地点間のばらつきの標準偏差。正（負）のバイアスがある（バイ

アスの絶対値が標準偏差以上）場合、青字（赤字）としている。観測

値及び地域気候モデルの出現日数がゼロの場合など、バイアス及び

標準偏差がともにゼロである場合は空欄としている。 

(a) バイアス補正前 

 

 


